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は
「
基
準
内
賃
金
の
３
．
２
ヶ

月
分
」
と
し
、
６
月
23
日
ま

で
に
支
払
う
こ
と
。 

２
．
55
歳
以
上
の
社
員
（
２
０

１
７
年
６
月
１
日
現
在
）
に
、

一
律
５
万
円
の
加
算
を
す
る

こ
と
。 

３
．
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
精
勤
手

当
に
、
一
律
５
万
円
の
加
算

を
す
る
こ
と
。 

４
．
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
精

勤
手
当
に
、
一
律
５
万
円
の

加
算
を
す
る
こ
と
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
４
月
28
日
に
２
０
１
６
年
度
期
末

決
算
を
発
表
し
ま
し
た
。 

単
体
・
連
結
と
も
に
増
収
増
益
を
実
現
し
た
う
え
、

２
０
１
７
年
度
通
期
の
業
績
予
想
も
増
収
・
増
益
を

見
込
む
な
ど
好
調
さ
を
示
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

億
円
と
な
り
、
２
期
連
続
の
増

益
か
つ
、
過
去
最
高
と
な
り
ま

鉄
道
運
輸
収
入
は
北
海
道

新
幹
線
開
業
な
ど
に
よ
り
新

幹
線
の
定
期
外
収
入
が
５９
億

円
の
増
と
大
き
く
伸
び
た
の

を
は
じ
め
、
新
幹
線
・
在
来
線

共
に
増
収
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
運
輸
収
入
は
対

前
年
度
１
１
２
億
円
、
営
業
収

益
も
同
じ
く
１
１
４
億
円
の

増
と
な
り
、
５
期
連
続
の
増
収

と
な
る
と
と
も
に
、
期
末
決
算

と
し
て
は
過
去
最
高
を
記
録

し
ま
し
た
。 

営
業
費
に
つ
い
て
は
新
幹

線
鉄
道
大
規
模
改
修
引
当
金

繰
入
に
伴
い
修
繕
費
が
増
加

し
た
一
方
で
、
社
員
数
の
減
少

に
伴
い
人
件
費
が
１
１
１
億

円
の
減
と
な
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。 

固
定
資
産
売
却
益
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
当
期
純
利
益
は

３
４
３
億
円
増
の
２
４
３
３

 

で
の
流
れ
」
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
原
因
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

２
．
平
成
２９
年
度
に
満
５９
才

と
な
る
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度

を
希
望
す
る
社
員
に
対
し

て
、
会
社
冊
子
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
の

「
再
雇
用
ま
で
の
流
れ
」
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
遵
守
す
る

こ
と
。 

３
．
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
を
希

望
す
る
社
員
に
対
し
て
、
出

向
先
会
社
を
社
員
個
々
に
提

示
す
る
場
合
、
勤
務
地
と
な

る
住
所
、
勤
務
形
体
に
つ
い

て
は
従
事
す
る
労
働
時
間
、

泊
ま
り
勤
務
の
有
無
、
勤
務

始
業
時
間
と
終
業
時
間
等
、

明
確
な
内
容
を
示
す
こ
と
。 

４
．
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
の
考

え
方
と
大
量
退
職
期
に
踏
ま

え
、
Ｊ
Ｒ
本
体
内
に
エ
ル
ダ

ー
社
員
を
専
用
に
雇
用
す
る

部
署
を
、
各
支
社
に
営
業
、
運

車
、
設
備
の
系
統
ご
と
に
有

限
的
に
設
立
す
る
こ
と
。 

５
．
以
上
に
対
す
る
回
答
を
２

０
１
７
年
５
月
３１
日
ま
で
に

書
面
に
て
行
う
こ
と
。 

 

時
期
や
内
容
に
お
い
て
、
会
社

の
示
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
対

置
し
た
場
合
に
統
一
性
を
見

出
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
の
運

用
が
そ
の
精
神
を
逸
脱
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら

ず
、
等
し
く
活
用
で
き
る
は
ず

の
会
社
制
度
に
お
い
て
、
社
員

間
に
不
平
等
が
生
じ
て
い
る

状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

中
央
本
部
は
５
月
２
日
、
エ

ル
ダ
ー
制
度
の
差
別
や
不
公

平
の
な
い
運
用
を
求
め
、
申
９

号
と
し
て
「
エ
ル
ダ
ー
社
員
制

度
の
運
用
及
び
あ
り
方
に
関

す
る
申
し
入
れ
」
を
経
営
側
に

提
出
し
ま
し
た
。 

 

本
部
申
９
号 

申
し
入
れ
項
目 

 

１
．
こ
の
間
、
エ
ル
ダ
ー
社
員

制
度
に
お
け
る
再
雇
用
ま
で

の
流
れ
に
つ
い
て
、
会
社
冊

子
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
」
の
「
再
雇
用
ま

生
活
給
と
せ
ざ
る
を
得
な
い

現
実
が
続
い
て
い
ま
す
。 

社
員
一
人
ひ
と
り
の
成
長

と
グ
ル
ー
プ
の
成
長
を
通
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
が

限
り
な
き
前
進
を
続
け
る
た

め
に
は
組
合
員
、
社
員
に
対
す

る
積
極
的
な
還
元
に
よ
り
生

活
に
対
す
る
不
安
を
払
拭
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

過
去
最
高
の
利
益
を
Ｊ
Ｒ

労
働
者
に
還
元
さ
せ
る
た
め
、

夏
季
手
当
要
求
満
額
を
実
現

す
る
た
め
職
場
か
ら
た
た
か

い
を
創
り
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 

本
部
申
６
号 

申
し
入
れ
項
目 

 

１
．
２
０
１
７
年
度
夏
季
手
当

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
大
量
退
職

期
を
迎
え
て
い
る
現
在
、
エ
ル

ダ
ー
社
員
制
度
の
運
用
に
関

し
て
未
だ
多
く
の
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。 

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
の
目

的
の
一
つ
で
あ
る
「
人
材
育

成
」「
技
術
継
承
」
と
い
う
意
義

か
ら
か
け
離
れ
た
出
向
先
が

提
示
さ
れ
て
い
る
実
態
や
、
エ

ル
ダ
ー
社
員
制
度
を
希
望
し

て
い
る
社
員
に
対
す
る
対
応

本
部
は
２
０
１
７
年
度
夏

季
手
当
に
つ
い
て
、
申
６
号
と

し
て
２
月
17
日
に
申
し
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
要
求
の

満
額
支
払
い
が
十
分
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
す
、
過
去
最
高

の
２
０
１
６
年
度
期
末
決
算

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
究
極
の
安
全
を
め

ざ
し
て
日
夜
業
務
に
励
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
へ
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
営
業
収
益
の
最

大
化
に
挑
戦
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日

本
グ
ル
ー
プ
に
働
く
す
べ
て

の
組
合
員
、
社
員
の
努
力
の
結

果
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
こ
の
成
果
を
実
現

し
た
組
合
員
、
社
員
の
生
活
は

厳
し
さ
を
増
し
、
期
末
手
当
を

の
い
ず
れ
も
増
益
を
見
込
む

と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

  

し
た
。 

同
時
に
発
表
さ
れ
た
２
０

１
７
年
度
通
期
業
績
予
想
も
、

引
き
続
き
増
収
増
益
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
な
ど

に
伴
う
定
期
外
収
入
の
増
や

就
業
者
数
の
増
加
に
伴
う
定

期
収
入
の
増
に
よ
り
、
営
業
利

益
、
経
常
利
益
、
当
期
純
利
益

 

 

  

 

 

 

申３号 

号 

申４号 

号 

職場から議論を創り出そう！ 

 

 

 

 

 

２０１７年５月１９日 

１０時００分より 


